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	 ITER では、H モードが標準運転として採用
されている。Hモードプラズマでは、周辺部の
ペデスタル構造予測が重要である。現在は条件

によらず密度分布や温度分布のペデスタル位

置を固定した仮定が用いられている。しかし近

年、ガスパフ量を変化させた場合、電子密度の

ペデスタル位置がシフトすることが観測され

ており、ペデスタル構造予測への影響が懸念さ

れる。そこで著者らは、上記を系統的に調べる

ため、JT-60U周辺部の電子密度分布は規格化衝
突度 (n*=0.2-1.0)でどのように電子密度分布が
シフトするかを調べた。また、電子温度分布の

ペデスタル位置との関係も評価した。 
	 ガスパフ量を調節して規格化衝突度を変化

させた結果を示す。図 1 は代表的な 2 ケース
（n* = 0.2とn* = 1.0）での電子密度分布（ルビー
トムソン散乱で計測）である。高衝突度の場合、

ペデスタル肩の位置がプラズマ外側に移動し

ている。双曲線関数でペデスタル肩の位置をそ

れぞれフィッティングにより求めた。それらを

ポロイダルフラックスで表現すると、Y0.2 = 0.94
からY1.0 = 0.97 となる。この密度分布変化の傾
向は、図 2 に示す多数のショットでのペデスタ

ル肩の位置と規格化衝突度の関係にも表れて

いる。また、重水素のリサイクリング束が高い

状態でも電子密度のペデスタル肩の位置は外

側にシフトする。	

	 次に複数のショットについて同時刻に計測

した電子密度と電子温度の分布を比較した。

n* = 1.0のケースでは、電子温度のペデスタル肩
の位置はY1.0 = 0.93となる。電子密度よりも内側
に位置する。解析を行ったほぼすべてのケース

で電子温度はポロイダルフラックスで数%内側
に位置することがわかった。 
	 本研究によって、電子密度のペデスタル位置

は、衝突度やリサイクリング束によって変化す

ることがわかった。また、電子温度のペデスタ

ル位置は電子密度よりも内側に位置すること

がわかった。	

 
図 1	 電子密度の分布(n*=0.2, n* =1.0)の比較 

 
図 2	 ペデスタル肩の位置と規格化衝突度の
関係。丸で囲う点は図１に示すデータ。 
 


